
令和 7 年度 小学校視聴覚部会 研究報告書 

 

(１) 市  名  長浜市 

 

(２) 研究テーマ 教育メディアが拓く、豊かな感性、そして確かな学びと生きる力へ 

            ～湖国からの発信～「学び」「心」そして「響き」へ 

 

(３) 研究組織   

部会長  長浜市立長浜南小学校 教頭 水谷 直美 

理 事  長浜市立速水小学校   教諭 中島 大理 

研究員  長浜市立余呉小中学校 教諭 新保 捺   

 

(４) 年間の研究(事業)報告     

４月１６日(木) (市) 市内視聴覚教育主任会 

５月  9 日(金)   (市) 第１回 ICT 活用推進連絡協議会 

７月２２日(月) (県)県教育研究会視聴覚部会 運営委員・研究推進委員合同研修会 

８月  １日(金) (市) 第１回 ICT 活用推進連絡協議会 

  通年     各校での ICT を使った授業の実践 

 

(５) 取り組み(実践事例) 

 余呉小中学校の研究主題に「言語活動の充実」がある。そのため、様々な場面において

「自分の思いや考えを伝え合う」ことを目指し大切にしている。ノートに自分の考えを書

くことや、タブレットでみんなの考えを共有するなどにより、アナログとデジタルの良い

ところを用いながら長浜スタイルの授業を目指している。ロイロノートの共有ノートや、

提出箱の共有を活用して、友だちの意見を自由に見ることで、友だちの意見を参考にし、

自分の意見を広げるなど、日々実践を行っている。 

 ６年生の国語科「デジタル機器と私たち」の学習では、児童と一緒に学習計画を立て

た。それぞれがタブレットを使って、進めていけるようにした。学習のゴールは小学生を

対象に、グループでデジタル機器の使い方についての提案文をつくることにした。本単元

では、「筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること」を目標を

とし、提案する文章を書く活動が設定されている。そこで、考えたことや伝えたいことを

もとに提案する文章を書くという言語活動を位置づけ、説得力のある構成を考え、提案す

る文章をタブレットで書く学習活動を進めた。今回は共有ノートを用いて、グループで学

習を進めた。 

 単元をスタートするにあたり、ロイロノートのシンキングツールのウェビングを使って

デジタル機器にはどのようなものがあるのかを出し合った。タブレット、スマートフォ



ン、パソコン、テレビ、カメラ、ゲーム等様々なデジタル機器が出てきた。GIGA スクー

ル構想で一人一台端末が整備され、家庭だけでなく、学校生活においてもインターネット

にアクセスしたり、写真や動画を撮影したりする機会が増え、デジタル機器を扱うことが

身近になってきている。また、クラスの中には SNS を活用している児童もいる。そのよう

な理由から、デジタル機器を正しく、安全に使うために気を付けた方がよいことについ

て、意見を出し合った。そこでは、インターネット上での誹謗中傷、SNS を使ったいじ

め、詐欺、デジタル機器の長時間使用による健康被害、依存等多くの意見が出てきた。そ

こで、グループでテーマを決め、情報を集めて、提案内容を検討した。情報を集める際に

は、本やインターネットを活用した。提案内容を支える事実を検索し、提案する文章を考

えた。 

 

(６) 成果と今後の課題 

成果は、タブレットを活用することで、瞬時に提案に関する事実を調べられた。また説

得力のあるデータを見つけられた。そして、文章を構成したり、書いたりするときに簡単

にカードを動かしたり、書き直せたりすることで、話し合いや文章が深まった。構成を考

える際、初め、中、終わりでカードの色を変えておくこと(図 1)で、提案文を書くとき

に、大まかな内容が分かりやすくなった。さらに、書くことが苦手な児童も、友だちと話

し合って書いてみようとしていたり、簡単に書き直しができたりするので、文章を書くこ

とに対しての苦手意識が軽減したように感じる。ロイロノートの共有ノートを使ったの

で、同じ班の友だちが困っているところにすぐに気付けたため、友だち同士の教え合いが

活発に行われた。他のグループの文章を参考にしているグループも見られた。 

課題としては、情報を集める際に情報がありすぎて、どの資料を取り扱うか選択するの

に時間がかかったグループがあった。情報を選択する力を養っていく必要がある。また、

最後に提案文を発表する際に、原稿通りになってしまったので、相手を意識した発表がで

きるよう指導していきたい。情報モラルの育成、文章の書き方など教科横断的にその都度

適切な指導をしていくことが必要になると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 提案のきっかけ 

 
提案文 完成 

 


